
（別紙３）

～ 2025年　2月　10日

（対象者数） 17名 （回答者数）
15名

～ 2025年　2月　1日

（対象者数） 10名 （回答者数）
10名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・特性に合わせた個別活動を継続する。

・日常生活に生かせるような活動の取り組みを強化する。

2

・出来ることの定着を図り、段階的にステップアップしてい

く。

3

・連絡帳や送迎時にて情報交換を欠かさないようにする。

・児童との関係性、信頼性を高めて本人から情報を聞き取れ

るようにする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・福祉事業所のホームページなどで開催イベントを確認す

る。

・地域イベントに参加する。

2

・福祉事業所のホームページなどで開催イベントを確認す

る。

・地域イベントに参加する。

3

・家族へのイベントの周知と参加の呼びかけの強化

・家族イベントに適性の場所やイベント内容を探す。

・地域住民への周知が弱い ・地域活動の周知不足

・地域児童との関りが弱い ・地域児童と関わる場面が少ない

・家族参加型イベントが少ない ・イベント内容の選択(場所、予算等)

・個別課題の取り組みの充実 ・苦手な活動を遊びの中に取り入れ、チャレンジがすることが

できている。

・得意分野も伸ばせるような取り組みも行っている。

・自己肯定感を高めるような声掛けをしている。

・学校や家庭との連携ができている ・学校や自宅への送迎時に、情報や意見を事業所内で共有して

いる。

・課題解決に向けて迅速に取り組んでいる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・外出プログラムが充実している。 ・児童の意見も取り入れながら活動を決めている。

・SNSなどを駆使して療育につながる活動を収集している。

・子供たちも職員も楽しいと思える活動を重視している。

○事業所名 ひまわり

○保護者評価実施期間
2025年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　2月　1日

事業所における自己評価総括表公表


